
 

２０１７年７月２７日（木）第２４２４回例会 

会 長 あ い さ つ                                  会 長 村  上  則  夫 

皆さんこんにちは、今週の初め３日間雨が続きまして、秋田ではかなり大変な災害と

いう事でございます。昨日から晴れ間が見えまして暑いという事で、気候の変化が大分

激しいので皆さん体調には十分ご留意を頂ければと思います。 

皆さん、マイロータリーに登録して頂いた方はメール等が届いていると思いますが、

先週黙祷して頂いた会長エレクトですが、国葬で行われるという事で、ウガンダの国葬

という事です、どういう方なのか分かりませんが、かなり偉い方でなければ国葬で行わ

れる事はないと思いますが、その様なメールが、オーリ会長エレクトの葬儀のご案内という事で受信しております。

結構何日間にも渡って葬儀が行われるという内容です。このメールで一応お悔やみメール等も送られるようになっ

ておりますので、是非皆様もメール等送って頂ければと思っております。 

今日７月 27 日はスイカの日ですが、私の誕生日でもありまして 54 歳になります、やっと半世紀ちょっと生きた

かなということで、早いのか遅いのか分かりませんが、個人的なプレゼントは未だ受け付けておりますのでご用意

のある方は是非宜しくお願い致します。 

家の事で最近の事を話しますと、一番下の娘も高校を卒業しまして只今公務員の試験を受ける為の専門学校に通

っているのですが、娘も免許を取りまして車に乗る様になりました、中学校のサッカーの送り迎えから高校の送り

迎えなど、専門学校の送り迎え、私ではなくて妻が送り迎えの役からやっと解放されたという事で、妻が家事をす

る時間がとても増えて、そのお陰で私にちょっとだけ目を向けてくれる時間が増えて大変有難く思っております。

これで娘も今年その試験に合格して就職して頂ければ、とても有難いのですけれども、なかなか思い通りにはいか

ないのかなと思っております。あとはこの間 Facebookにも投稿させて頂いたのですけれども、終活の上級インスト

ラクターという事で、昨年から勉強させて頂いておりまして、その認定を頂きました、皆さんご存知の方もいらっ

しゃると思いますが、エンディングノートと言いまして、葬儀屋さんとかいろんなところで作っておりますので見

たことがあると思いますが、終活に向けてどういったことをしなくてはならないのかという事をプロヂュースする

というか、総合的にいろんな方面から皆さんのお手伝いをするという事の勉強をちょっとしておりました。内のロ

ータリークラブにも弁護士さん税理士さん公証人さん司法書士さん、いろんな方がおりましてその終活に関われる

のではないのかなと思っております。そういった繋の役目を皆で行っていければと、まさに終活という事はとても

大事ですから、皆様もそうですが私も 54 歳になり、60 歳、70 歳の方もいらっしゃいますので、今自分でお持ちの

財産、会社で所有している財産、これを後世にどのようにして引き継いでいくかという事も皆さんが考えていかな

くてはならないのかなと思っております。そういう意味で私も個人的に勉強させて頂いておりました。 

 あと、今週末土曜日にエポカ 21で財団セミナーがございます、櫻井委員長はじめ四役で出席をして参ります、朝



の 10時 30分から午後３時 30分位までです、財団の補助金の申請ですが、中々難しいところもあるのですが、今年

度はもう締め切られておりますので、樽見年度の時に財団の方からどうやって補助金を貰うかという事を勉強する

事と、先ずその財団セミナーに参加しないとその資格が貰えないという事なので、これは出席しないと先ず始まら

ないという事ですので、財団セミナーに参加して参りたいと思っております。 

 今日のテーマという事で、どうしてロータリーは１業種１会員なのか、１つの職業の人が１人しか入れないのか

という事ですが、昨年規定審議会で１業種５名までＯＫですと認められるようになりましたが、これはどうしてか

というと、経済成長がどんどん登り坂の時は皆もどんどん会に入会された、どのような会でもそうですが、今この

ような下り坂の中ではそのようなボランティアであったり、そのような会に参加できる人がいなくなったという事

で、１業種１会員では中々会の存続は難しいという事で、ロータリーとしても、１業種５名までＯＫですという事

になったのです、どうしてロータリーはそもそも１業種１会員だったのかという事で、同じ業界だとその人の荒も

いろんなところも見えるので、この人はこういう事もあるしとか陰口を言われるなど、変な事ですけれども、そう

言った事で中々同じ業種の方をいっぱい入れると会としての輪が持てなくなるのではないかというところから１業

種１会員となって来たという事であります、そんな話ですが皆さん四つのテストをご存じでしょうが、みんなに公

平であるか、それが元々の原則でありますから、それを皆さん分かって入っている訳ですから、その様な人の悪口

を言ったり、今この会社はこうなっているよとかなど、当然言わないという事を信じていらっしゃるという事で、

今後そのような四つのテストを基にして、１業種５会員までという事で、その様に減少していった会員をまた増や

して行こうという事でＲＩの方でもいろんな取り組みをしているという事であります。ですから当然昔は同じ業界

の人は中々ロータリーのメンバーには入れなかったというところがございます、ですからそういった皆さんの会員

ですので、意識を高く持っていただいて活動をして頂けると云うように私は考えております。そう言った事で来月

は会員増強新クラブ結成月間という事で正に来月がその会員増強です、来月の例会には笠井昭彦パストガバナーを

スピーカーとしてお呼びしておりますので、来月会員増強するための何かイベントではないのですが、その様な事

も考えておりますので、会員増強委員長といろいろご相談をしながら、また楽しい例会を開催したいと思っており

ます。どうぞ今日も宜しくお願い致します、有難うございました。 

幹 事 報 告                          幹 事 佐  藤  能  文 

皆さんこんにちは、幹事報告をさせて頂きます。本日もご出席有難うございます。 

先ず、白石ロータリーと塩釜東ロータリーと亘理ロータリーより会報が届いております。 

直接関係はないと思いますが、全国囲碁大会が開催されるという事で案内が届いております。

出場される方は、ロータリー囲碁同好会へお申し込みください。 

以上で本日の幹事報告を終わります、尚詳しい内容は回覧致しますのでご覧ください。 

 

各 委 員 か ら の 報 告 

プログラム委員会より    八 島 幸 夫 委員長 

７月も今日が最後という事で、８月から先ほど会長が話しておりましたが、パストガバナーの笠井さんが第１例

会にお見えになります、第２は会員のお話を聞きましょうという事で５分ないし 10 分又は 30 分話して頂いてもい

いのですけれども、会員については今あいうえお順の最初とそれから最後の２人を上手く組み合わせたらどうかな

という事でちょっと考えております。第３週目は夜間例会という事で開催、８月の夜間例会は焼肉大ちゃんで行う

という事になっていますので宜しくお願い致します。そして最後の第４週目はゲストスピーチという事でえずこホ

ールの水戸雅彦館長にお願いしております、この様な方法で１年間上手く進めばと思っておりますが、中々上手く

はいかないと思いますので、その時は皆さんも遠慮なくスピーカー等々声を掛けて頂ければと思います。以上です、

宜しくお願い致します。 

 



米山記念奨学会より    藤 江 裕佳里 委員長 

会長、本日お誕生日という事で大変おめでとうございます。 

米山奨学生のグエンさんが、来週８月３日が誕生日なので、昨年もプレゼントを差し上げましたが、今年も用意

したいと思います、会長がケーキを用意して頂けるという事ですので、米山の奨学金を差し上げた後にサプライズ

でケーキを差し上げたいと思います、その時は皆さんハッピバースディを唱和して頂いて皆でお祝いをして上げた

いと思いますので宜しくお願い致します。 

スマイル BOXの報告     佐々木 伸 明 委員長 

本日は小田部晃二郎会員ほか 5名より頂いております。 

小田部晃二郎会員（誕生日お祝いケーキ有難うございます。家族で美味しく頂きました。） 

佐藤能文幹事（丸山勝利副幹事スピーチ有難うございます。） 

村上則夫会長（佐藤幹事、丸山副幹事スピーチ宜しくお願い致します。） 

丸山勝利会員（本日は佐藤能文幹事共々宜しくお願い致します。） 

藤江裕佳里会員（佐藤能文幹事、丸山勝利副幹事、新年度の抱負期待してスピーチお聞きしたいと思います。） 

髙橋尚敏会員（早退します。） 

佐々木伸明会員（本日のスピーチ佐藤能文幹事、丸山勝利副幹事ご苦労様です。誕生日のケーキ有難う御座いまし

た、私の所に箱だけ有りました。） 

出 席 の 報 告     櫻 井 俊 寛 委員長 

それでは、報告いたします。先ず 7月 13日高橋尚敏会員がメークアップされたという事で 25名の出席で 69.44% 

20日の夜の例会は最終的に 20名の出席で 55.56%、本日 27日は 24名で 66.67%でございます。 

会員スピーチ 「新年度の抱負」                             新幹事 佐 藤 能 文 

すみません、ちょっと上着を脱がせてお話をさせて頂きます。 

今年度、幹事を務めさせて頂きますという事で抱負という事なのですが、私自身も

入会して 3年ですかね、経験年数はまだ少なくて未熟という事もあって、本当に村上

会長に足手まどいにならないように、そして皆さんにご迷惑を掛けないようにと常日

頃考えて動いておりますが、案の定私もおっちょこちょいなものですから、頭かきな

がら皆さんのロータリアンとして友情の下本当に助けて頂いていると云うのが日々の

ロータリー活動としてのお話です。今日は、私自身がその３年間の中でのちょっと思

い出話みたいなかたちでお話しをさせて頂ければと思います。後は時間をたっぷりと

取って丸山勝利副幹事へバトンタッチしたいと思っております。 

先ず、新会員の方がたも口にしておりますが、ロータリーというと垣根が高くてものすごく自分としても気を遣

う会なのではないのかと思った矢先に、その当時本木さんから歓迎会するから来てと言われて行った時のあの和や

かさと云うのに何かこれから楽しくなるなと感じました。そして、クリスマスの時には津田会長だったのですかね、

いろんなアハハオホホという笑顔の中で、お話しする言葉も本当にこれからいろいろとお世話に成るなという事を

感じながら家族で楽しく過ごした事を思い出しております。振り返って見るとその当時の写真を３年間経つと子ど

もも大分大きくなりまして、娘として思春期で反抗期で本当に一年一年クリスマスの時に子ども達の姿を見て、だ

んだん成長している過程を見させて頂いて、また今年もクリスマスを楽しみにしております。そんなことですけれ

ども、新年度になりまして本木ＳＡ委員長の下で、同期の佐々木由美子会員と一緒にメークアップをしました、村

田ＲＣとか柴田ＲＣとか白石ＲＣとか白石北ＲＣとか、ロータリーとは他でもまた同じく例会をしているんだな、

そしていろんな方々と交流をしました、私もすごく刺激を受けました。そんな時にニコニコＢＯＸのお金を出す基

準みたいなものが白石北ロータリークラブでありましたので、写真に撮り参考になればと思って自分は訳わからな

いので写真を撮って来た次第でした。また他の例会場ではこの様な次第なんかありまして、その流れみたいなのも



一見で分かるような工夫をされていたことを思い出しました。 

最近の事ですけれども、櫻井会長の下私も初めて副幹事として参加させて頂きました、大河原ロータリーカップ

の青少年サッカー大会で、私自身全然その２年間無関心でもありその会場にも行っていなかったのですけれども、

可也の規模で開催しています。初年度は４チームでしたけれども年を増すごとにチーム数が増えて年々拡大してい

るということです。こちらは櫻井会長が皆の前でご挨拶をして、その時の岡崎幹事も本当にあっち行ったりこっち

行ったりと駆けずり回りながら大会運営に務めていた姿を見て本当に素晴らしい活動を大河原ロータリークラブで

やっているなと感じました。すごい人ですチーム数は当然多いのですから選手の数もすごく多くて、笑顔でそして

また汗を掻いて一生懸命試合をしているという事も感動を受けました。それから私が入会した時、実は震災の時に

新しい会員の炭火焼大ちゃんの繋がりで摂津ロータリークラブと繋がりがあるとお聞きしまして、じゃあ行ってみ

ようという事で行った訳けですが、そしていろいろと交流を深め、また今年は桜の時期に来て頂いたのですけれど

も、その時にいろいろ準備段階から携わりまして本当にロータリー同士の交流という事がこういう事なのかなって

目の当たりにしていろいろとロータリアンていうような部分も若干分かってきたなという事があります。また、亘

理で語部よりお話しさせて頂いたのですが、状況とかその時に亘理の小学校の校長先生だった時「震災した当時の

先生」その時にはもう校長先生は退職なさっていたのですね、ところが今回その語部として校長先生がお話しして

頂いたんです、そのことも事前に打ち合わせして、その当時の校長先生が話して下さいますという事で摂津ロータ

リークラブの方々も顔を知っている訳ですね「あの時校長先生だったよね」すごくその流れもあって、段取りと言

いますか来て頂くための心を掴むために何かという事で楽しかったと思います。それからロータリーバンドを結成

して、名前は大河原ロータリーバンド仮称であって、名前は決めなくてはと思っていますけれども、素晴らしい演

奏を聞かせて頂いて演奏するということは練習しないとダメだと思うのですよね、それをやっぱりウエルカムとい

う事で摂津ロータリークラブさんの方にお示し出来たのも本当に良かったという事ですね、そしてまた、持田幹事

の方から女子プロレスラーを呼んで頂いたり、また本木さんの関係でモンゴル 800とかアリアさんとかバイオリン

とか、その様なものがあってすごく楽しかったですしまた写真を見てほしいのですが、森徹会員や高橋尚敏会員の

笑顔は後からこのように写真を見ると私たちまで嬉しくなってきます、やはりその楽しい笑顔を見させて頂いて私

も、また仕事にも勇気を出して力を貰って皆さんと交流出来て本当にその日々の生活の中でロータリーの活動とい

う事も通じて自分の人生に深みを増している事が事実だと感じました。会員一人ひとりその笑顔の写真いっぱいあ

ったのですけれどもちょっと適当にプリントして来ましたので、やはりこういう写真を残すという事も大事です。

今回、津田広報委員長も結構いろんな場面で写真を撮って頂いているので後から振り返って見ると素晴らしい想い

出になると私自身も思っています。それから国際大会に私初めて行ったんのですが、ソウルの世界大会という事で、

先ほど村上会長からも話がありましたけれども、エレクトが亡くなって国葬という事ですけれども、あちらの方で

こんなことを言ったらなんですけれどもアフリカ系の人だと思うのですけれども、全部国旗の旗が付いている車で

送り迎えをしていました。全くそのロータリアンになれる人というのはひとにぎりなのかなと感じました、また当

然世界大会に行く訳ですからそこでいろんな方々と交流もして来ました。これはバナー交換です、そして記念写真

を撮って来ました、その当時甘糟幹事が日本のチョンマゲを被り乍らいろいろな方々とジャパニーズとか言い乍ら

交流していた事も思い出します。また会場事態も世界のロータリーだという事で大きな看板とか案内とか物凄いで

す、大型バスも物凄い台数で人も物凄い人でとにかくロータリーの規模は、初めて世界大会い参加させて頂いた感

想として、やはりあの同じ目的「四つのテスト」多分世界共通だと思いますけれども、そしてまた世界平和とかポ

リオ撲滅とか、その様な活動を同じく行動をしているのだという様な事が分かって非常に自分にとっても世界大会

に参加して良かったと思っております。来年はカナダのトロントですのでお気軽に参加して頂いて、私と村上会長

は登録させて頂きました、ほんのちょっとで後は寝ていればすぐに着いてしまいますので軽い気持ちで参加して頂

きたいと思います。そしてカナダの雄大な姿に、更に自分にも磨きをかけて自分の人生も深めていきたいと思いま

す。丁度時間になりました。有難うございます。 

 



会員スピーチ 「新年度の抱負」                          新副幹事 丸 山 勝 利 

皆さんこんにちは、今年度副幹事の丸山勝利です。樽見さんから電話を頂いた時に、

ロータリーの副幹事と言われまして、その前に村上会長からも電話を頂いていたのです

けれども、何かの委員長をしてくれとの話でした、その後すぐ樽見さんから電話を頂い

て再来年幹事という話になって、会長からの話もあったし、再来年だからいいのかなと

軽い気持ちで応えてしまいましたけれども、そうするとなんかもれなく今年度副幹事が

ついてくるみたいで、その役職の重さに戸惑っているところであります。私もロータリ

ークラブに入会して未だに分からないところ多々ありましてロータリーとは何ぞやと

いうかたちでいろいろと今更ながら、見てみたところがあるのですけれども、このロー

タリーの中心になる部分がロータリーの綱領です、改めて私も入会した時にはちょっと

見てみたのですけれども、今回まとめて見てみましてロータリーの綱領は有益な事業の基礎として奉仕の理想を鼓

吹し、これを育成し特に次の各項を鼓吹育成する事にある。 

第１ 奉仕の機会として知り合いを広めること。 

第２ 事業および専門職務の道徳的水準を高めること。 

あらゆる有用な業務は尊重されるべきであるという認識を深めること。 

そしてロータリアン各自が、業務を通じて社会に奉仕するために、その業務を品位あらしめること。 

第３ ロータリアンすべてが、その個人生活、事業生活および社会生活に常に奉仕の理想を適用すること。 

第４ 奉仕の理想に結ばれた、事業と専門職務に携わる人の世界的親交によって、国際間の理解と親善と平和を維

持すること。 

 この四つからなるという事で、改めて今回読んで見て、やはりこの綱領が一番ロータリアンとして、またロータ 

リーの活動として中心になる部分なのかなと思いますし、この綱領が国でいえば憲法にあたるようなものであって 

中心的なかたちで、この四つを中心として考えればロータリーの活動も上手くいって、またロータリーの精神に変 

わっていくのかなというのを改めて感じさせて頂いて、再来年ではありますけれども幹事になる前段階として副幹 

事として、本来であれば幹事の能文君を補佐するような助けになるようなかたちと言ったらあれなのですけれども、 

ついて行って能文幹事に関しては私などいらないような状況で、先ほどのスピーチを聞いても分かる通りしっかり 

としているので一人で十分やっていけると思います、私はその後をついで行って少しでも勉強させて頂ければと思 

っているところですけれども、私もロータリーにいつ入会したのかなと忘れていましたが、見てみましたら私の入 

会は 2009年という事で考えてみると随分、私も新人ではなくなってきたのかなと思いますし、ある程度古いのかな 

って感じておりますけれども、2009年というとかれこれ丸８年が過ぎているわけでそろそろロータリーの事を語っ 

ても語れる状況なのかなと思いますけれども実際よく分かっていないのが現状かなと思って、もう少しロータリー 

に関して勉強しなければと思っているところですけれども、2009年本木拓也会長の時に入会させて頂きましてその 

あと八島幸夫会長・櫻井俊寛会長・山家正信会長・小田部晃二郎会長・吉田茂会長・津田政行会長・桜井淳一会長 

そして今年度の村上則夫会長の下で、またロータリー活動をさせて頂く訳ですけれども、その中で一番ロータリー 

活動をして記憶に残っているのが、やはり震災の年でありあの時摂津ロータリークラブから皆さんが来て頂いてテ 

ントとかロータリーとして被災地に贈ったという事が一番の思い出であります、そのあと摂津ロータリークラブに 

行ってまた交流を深めて、また今年の春来て頂いて桜まつりを楽しんでいただいた事もあるのですけれども、私所 

用で出られなかったのですけれども会いたかったなと思うのが正直なところですけれども、あの当時私ＳＡＡ委員 

長をやっておりまして摂津ロータリークラブのＳＡＡの委員長が北畑瑞穂さんですかね弁護士の方で今年度摂津の 

会長になられて私と大分違うなと思っていた訳ですけれども、やっぱり若いですけれども結構しっかりしている方 

だなと思ってたまに Facebookなどもしていますし、以前は電話等もしたこともありましたけれども気さくに受け答 

えしてくれる方ですので摂津でもかなり良い会長になられるのかなと思っていますけれども、また大河原ロータリ 

ークラブと摂津ロータリークラブお互い交流が持てれば今後の活動に対し良いのかなと思っていますので是非とも 

今年度また来年度も交流を深められればと思っているところです。 



また、ロータリークラブに入会した時一番思ったのがこのロータリー活動に出会って素晴らしかったのが四つの 

テストです、四つのテストこれを見るとかなり集約されていて素晴らしいことが書いてあるのかなと思いますし、

この四つのテスト、真実かどうか、みんなに公平か、行為と友情を深めるか、みんなのためになるかどうか、やは

りこれに当てはめると全て上手くいくのかなと思っていますし、これはロータリーに限らず自分の会社でも、また

私議員活動していましてその中でも四つのテストに当てはまると世の中のためにまたみんなのために、いろんな素

晴らしい活動が全て四つのテストに集約されているのかなと思っているので、常にこの四つのテストを心に刻みな

がら事あるごとに何かやる時にはこの四つのテストを見てみて当てはまるとみんなのためにそして社会貢献更に、

人々のためになるのかなと思っているところです。やはりこの四つのテストは素晴らしい言葉だと思いますし行動

する指針として私個人的にも使っていきたい言葉だと思っております。私も今後副幹事としてどのような活動をす

ればいいのかなと言われると中々難しいところでありますけれども、皆さんのために、ロータリーのために少しで

も役に立てるように今後とも活動して行きたいと思います、先ほどまざまざと見て 2017年～2018年度国際ロータリ

ーのテーマ、「ロータリーに変化をもたらす」私自身も変化をもたらせなくてはならないなと思っていますし今後素

晴らしい変化をもたらしていければと思っているところです。ちょっと早いですけれども今後四つのテスト・綱領

を順守してより良いロータリー活動を進めて参りたいと思いますのでどうぞよろしくお願いいたします。 


